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工
場
の
移
転
や
新
設
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
い
る
と
、
最
近
は
２
つ
の
ト
レ
ン

ド
を
感
じ
る
。
ひ
と
つ
は
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
の
太
陽

光
発
電
を
は
じ
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
。
や
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
を

見
つ
け
る
の
が
難
し
い
く
ら
い
、
新
設

工
場
で
は
取
り
組
ん
で
い
る
。
も
う
一
つ
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
」
の
設
置
。
分
か
り

や
す
く
言
う
と
、
工
場
見
学
や
顧
客
と
の
共
創

ス
ペ
ー
ス
、
近
隣
住
民
と
の
触
れ
合
い
エ
リ
ア

な
ど
の
整
備
だ
。
工
場
を
開
放
し
て
「
み
せ

る
」
こ
と
を
顧
客
や
住
民
と
の
関
係
構
築
に
有

効
利
用
す
る
ケ
ー
ス
を
多
く
見
か
け
る
。
昔
か

ら
よ
く
あ
る
話
で
は
あ
る
が
、
増
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
▼
ガ
リ
ガ
リ
君
の
ア
カ
ギ
乳
業
の

本
庄
千
本
さ
く
ら
「
５
Ｓ
」
工
場
で
は
「
見
せ

る
・
観
せ
る
・
魅
せ
る
」
の
３
つ
の
「
み
せ

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
工
場
見
学
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
内
部
の
生
産
や
品
質
管
理
を
見
せ
、

外
観
は
南
国
風
の
ヤ
シ
の
木
と
巨
大
な
ガ
リ
ガ

リ
君
看
板
で
観
せ
、
工
場
見
学
を
楽
し
め
る
仕

掛
け
で
魅
せ
て
い
る
と
の
こ
と
。
工
場
見
学
は

予
約
抽
選
制
で
、
６
月
ま
で
は
ほ
ぼ
全
日
埋
ま

っ
て
い
る
状
態
。
埼
玉
県
本
庄
市
で
決
し
て
交

通
ア
ク
セ
ス
は
良
い
訳
で
は
な
い
の
に
大
盛
況

だ
。
消
費
者
と
の
接
点
を
多
く
作
り
、
フ
ァ
ン

に
す
る
。
そ
の
サ
イ
ク
ル
を
う
ま
く
回
し
て
い

る
▼
Ｆ
Ａ
機
器
は
飲
食
料
品
や
消
費
財
と
は
性

格
が
異
な
り
、
誰
で
も
オ
ー
プ
ン
に
工
場
見
学

を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
類
の
も
の
で
も
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
原
則
非
公
開
で
、

取
引
先
の
監
査
目
的
以
外
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
の
も
、
も
っ
た
い
な
い
。
Ｆ
Ａ
機
器
や
サ
ー

ビ
ス
が
作
ら
れ
て
い
る
工
程
、
実
際
の
現
場
で

も
使
わ
れ
て
効
率
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
を
み
せ
る
こ
と
は
最
強
の
販
促
ツ
ー
ル
だ
。

優
れ
た
技
術
力
を
具
現
化
し
て
い
る
の
が
現
場

で
あ
り
、
見
せ
ら
れ
る
状
態
に
し
て
、
新
た
な

見
込
み
顧
客
や
取
引
先
を
多
く
呼
び
込
み
、
一

緒
に
見
な
が
ら
提
案
し
よ
う
。
見
せ
て
、
観
せ

て
、
魅
せ
て
、
店
（
み
せ
）
る
の
だ
。

現場は最強の販促ツール　「見せる・観せる・魅せる・店る」４つの「みせる」

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
６
３
号
は
５

月
15
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

作
品
や
新
製
品
を
設
置
し
て

顧
客
と
の
共
同
研
究
を
実
施

す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ

ボ
も
併
設
す
る
。

　
今
後
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
、
北
米
で
の
売
上
高

を
２
０
２
２
年
度
の
５
１
０

億
円
か
ら
２
０
２
５
年
度
７

自
国
で
の
実
施
を
強
化
し
て

い
る
こ
と
な
ど
で
前
年
よ
り

参
加
企
業
は
減
っ
て
い
る

が
、
日
本
企
業
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
活
用
の
重
要
性

は
依
然
と
し
て
高
く
、
日
本

が
ビ
ジ
ネ
ス
上
で
重
要
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
直
近
の
日
本
市
場
の
ビ
ジ

ネ
ス
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
４
年
は
売
上
高
と
利

益
が
増
加
す
る
と
回
答
し
た

企
業
が
６
割
を
超
え
、
２
０

２
５
年
は
さ
ら
に
増
加
し
て

７
割
を
超
え
、
市
場
見
通
し

は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
反
応
。
た

だ
し
日
本
へ
の
投
資
は
限
定

的
で
、
日
本
で
の
雇
用
に
関

し
て
は
増
加
す
る
が
、
人
材

確
保
は
経
営
課
題
と
し
て
上

位
に
上
が
っ
て
い
る
。

　
日
独
間
の
協
力
分
野
に
つ

い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
見
て
い
る
分
野
は
環
境
保

護
が
53
％
、
科
学
・
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
49
％
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
42
％
と
な

り
、
Ｄ
Ｘ
が
33
％
、
第
３
国

市
場
ビ
ジ
ネ
ス
が
18
％
と
続

い
た
。

や
強
み
は
「
安
定
性
」
。
94

％
と
ほ
ぼ
全
て
の
企
業
で
経

済
の
安
定
性
と
回
答
し
、
93

％
が
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
安
定

性
と
信
頼
性
と
答
え
、
安
全

性
や
社
会
的
安
定
性
（
91

％
）
、
優
秀
な
人
材
（
90

％
）
、
高
度
に
発
達
し
た
イ

ン
フ
ラ
（
87
％
）
と
続
き
、

日
本
の
経
済
と
政
治
、
社
会

の
安
定
性
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。

　
日
本
市
場
に
拠
点
を
置
く

理
由
に
つ
い
て
、
81
％
が
販

売
拠
点
と
し
て
高
い
潜
在
力

が
あ
る
と
回
答
し
、
次
い
で

日
本
市
場
の
ト
レ
ン
ド
サ
ー

チ
（
62
％
）
、
競
合
と
な
る

日
本
企
業
の
リ
サ
ー
チ
（
57

％
）
と
続
い
た
。
日
本
に
は

製
造
業
を
は
じ
め
顧
客
や
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
る
企
業
が
多

数
存
在
す
る
一
方
、
競
合
と

な
る
企
業
も
沢
山
あ
る
。
単

な
る
販
売
市
場
で
は
な
く
、

ト
レ
ン
ド
や
競
合
他
社
を
リ

サ
ー
チ
す
る
意
味
で
も
重
要

な
市
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
ア
ジ
ア
を
中
心
に
第

３
国
市
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大
の
た
め
の
足
が
か
り
と
し

て
日
本
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
も
多
く
、
日
本
企
業
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
第
３

国
市
場
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
参

加
し
た
企
業
は
53
％
に
上
っ

た
。
円
安
に
よ
る
日
本
の
対

外
直
接
投
資
の
減
少
や
各
国

が
国
内
事
業
を
現
地
化
し
て

　
在
日
ド
イ
ツ
企
業
の
日
本

で
の
事
業
活
動
の
現
状
に
つ

い
て
、
日
本
市
場
の
立
ち
位

置
は
、
54
％
の
企
業
で
日
本

は
ド
イ
ツ
本
社
グ
ル
ー
プ
の

世
界
売
上
高
と
利
益
で
ト
ッ

プ
５
に
入
る
重
要
市
場
。
円

安
ユ
ー
ロ
高
、
コ
ス
ト
競
争

力
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
、
高
度

な
技
術
と
イ
ン
フ
ラ
、
高
い

ス
キ
ル
人
材
が
存
在
し
、
ド

イ
ツ
企
業
に
と
っ
て
日
本
は

魅
力
的
な
事
業
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。

　
現
在
の
日
本
市
場
の
景
況

感
は
良
好
。
２
０
２
３
年
は

92
％
の
企
業
が
日
本
市
場
で

利
益
を
上
げ
、
利
益
率
10
％

超
の
企
業
は
21
％
に
上
る
な

ど
、
世
界
的
な
不
透
明
感
の

影
響
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
様

子
。

　
そ
ん
な
ド
イ
ツ
企
業
が
感

じ
て
い
る
日
本
市
場
の
利
点

　
ド
イ
ツ
は
世
界
の
Ｆ
Ａ
・
製
造
業
の
中
心
国
で
あ

り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
を
は
じ
め
、
多
く
の

製
造
業
の
ト
レ
ン
ド
を
作
り
、
主
導
し
て
き
た
。
日

本
の
Ｆ
Ａ
業
界
と
っ
て
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
追
う

べ
き
背
中
で
あ
る
一
方
、
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も

あ
る
。
事
実
、
多
く
の
ド
イ
ツ
企
業
が
日
本
市
場
に

進
出
し
、
い
ま
も
日
本
の
製
造
業
を
日
本
企
業
と
一

緒
に
な
っ
て
支
え
て
い
る
。
そ
ん
な
ド
イ
ツ
と
ド
イ

ツ
企
業
に
と
っ
て
日
本
市
場
と
は
ど
ん
な
存
在
で
あ

り
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
？
　
在
日
ド
イ
ツ
商

工
会
議
所
は
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ド
イ
ツ
と
共
同
で
在
日
ド
イ

ツ
企
業
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
回
答
１
６

４
社
）
し
、
「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
２

０
２
４
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

ドイツ企業は日本市場をどう評価しているか？

ド
イ
ツ
商
工
会
議
所「
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
2024
」

魅力的な事業拠点

タ
イ
に
新
工
場
棟

グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
体
制
強
化

アズビル

た
。

　
ア
ズ
ビ
ル
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
タ
イ
ラ
ン
ド
は
、
２
０
１

３
年
創
業
の
生
産
子
会
社

で
、
現
在
は
工
業
向
け
温
度

調
節
計
、
各
種
セ
ン
サ
か
ら

空
調
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
製
品
を
生
産

し
、
東
南
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ

ア
各
国
へ
の
生
産
、
直
接
の

出
荷
拠
点
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
新
工
場

棟
に
は
電
磁
流
量
計
を
中
心

と
し
た
大
型
加
工
、
組
立
、

塗
装
、
検
査
、
出
荷
を
効
率

的
に
配
置
し
た
新
し
い
生
産

ラ
イ
ン
を
設
置
し
、
２
０
２

４
年
４
月
よ
り
順
次
工
程
の

立
上
げ
を
進
め
て
い
く
。

　
新
工
場
棟
は
３
階
建
で
、

建
築
面
積
６
０
６
９
平
方

㍍
、
延
べ
床
面
積
は
１
万
５

０
６
４
平
方
㍍
。
投
資
金
額

は
約
15
億
円
。

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
生
産
体
制
の
強
化
を
目
的

に
、
タ
イ
の
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー

県
に
あ
る
生
産
子
会
社
ア
ズ

ビ
ル
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
タ
イ

ラ
ン
ド
に
工
場
棟
を
新
設
し

2022年
全産業 売上高1813兆円 前年

比 124兆円増
総務省、経産省　経済構造実態調査一次集計結果公表

製
造
業
は
454
兆
円

卸
売
、小
売
業
508
兆
円
で
最
多

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
製
造
業
を
含
む
全
産
業
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
た

「
２
０
２
３
年
経
済
構
造
実
態
調
査
」
の
一
次
集
計
結
果
を
公
表
し
た
。
２
０
２
２
年

の
全
産
業
の
売
上
高
は
１
８
１
３
兆
円
、
う
ち
製
造
業
は
４
５
３
兆
円
と
な
っ
た
。

　
経
済
構
造
実
態
調
査
は
、

日
本
の
全
産
業
の
付
加
価
値

等
の
構
造
と
変
化
を
明
確
に

し
、
か
つ
５
年
毎
の
「
経
済

セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」
の

中
間
年
の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

「
工
業
統
計
調
査
」
と
し
て

毎
年
行
っ
て
き
た
調
査
に
代

わ
る
も
の
。

　
一
次
集
計
で
は
、
産
業
横

断
調
査
と
し
て
企
業
等
に
関

す
る
集
計
を
ま
と
め
、
２
０

２
２
年
の
全
産
業
の
売
上
高

は
１
８
１
３
兆
７
１
４
億
円

で
、
前
年
の
１
６
８
９
兆
円

か
ら
７
・
３
％
、
１
２
４
兆

円
増
加
し
た
。

　
産
業
別
で
は
、
卸
売
業
、

小
売
業
が
５
０
８
兆
１
２
４

６
億
円
と
最
も
多
く
、
全
産

業
の
28
・
０
％
を
占
め
た
。

製
造
業
は
４
５
３
兆
８
４
６

６
億
円
で
２
番
目
。
前
年
の

４
１
４
兆
円
か
ら
９
・
４

％
、
39
兆
円
の
増
加
と
な
っ

た
。
金
融
業
、
保
険
業
が
１

３
８
兆
円
、
医
療
、
福
祉
が

１
３
７
兆
円
、
建
設
業
が
１

２
３
兆
円
、
情
報
通
信
業
が

80
兆
円
、
運
輸
業
、
郵
便
業

が
73
兆
円
と
続
い
て
い
る
。

　
製
造
業
の
う
ち
、
最
も
売

上
高
が
大
き
か
っ
た
の
は
輸

送
用
機
械
器
具
製
造
業
の
81

・
６
兆
円
で
、
化
学
工
業
の

44
・
５
兆
円
、
食
料
品
製
造

業
の
38
・
３
兆
円
、
生
産
用

機
械
器
具
製
造
業
の
29
・
１

兆
円
、
電
気
機
械
器
具
製
造

業
の
27
・
１
兆
円
と
続
い

た
。

　
卸
売
業
、
小
売
業
の
う
ち

最
も
売
上
高
の
大
き
か
っ
た

の
は
建
築
材
料
、
鉱
物
・
金

属
材
料
等
の
卸
売
業
（
１
０

０
・
３
兆
円
）
で
、
機
械
器

具
卸
売
業
（
88
・
４
兆

円
）
、
飲
食
料
品
卸
売
業

（
71
・
７
兆
円
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
、
２
０
２
３
年
経
済

構
造
実
態
調
査
の
二
次
集
計

は
７
月
に
、
三
次
集
計
は
10

月
に
、
四
次
集
計
は
12
月
に

公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

リ
レ
ー
製
品 

日
本
で
販
売

約
300
種
類
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
加

え
、
通
電
前
に
動
作
確
認
可

能
な
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
表
示
灯
付
き
モ
デ
ル
、
各

種
プ
ラ
グ
イ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
な

ど
、
幅
広
い
機
能
や
オ
プ
シ

ョ
ン
の
選
択
肢
を
そ
ろ
え

る
。
組
み
合
わ
せ
頻
度
の
高

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
「
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ

ｎ
ｙ
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
」
ブ

ラ
ン
ド
の
リ
レ
ー
製
品
に
つ

い
て
、
日
本
市
場
で
も
販
売

を
開
始
し
た
。

　
リ
レ
ー
は
、
外
部
か
ら
の

電
気
信
号
を
受
け
取
り
、
電

気
回
路
の
オ
ン
・
オ
フ
、
切

り
替
え
を
行
う
部
品
と
し

て
、
産
業
現
場
に
欠
か
せ
な

い
基
礎
的
な
電
子
機
器
。
同

社
は
長
年
に
わ
た
り
「
Ｈ
ａ

ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
」
ブ
ラ
ン
ド
で

グ
ロ
ー
バ
ル
に
提
供
し
て
お

り
、
世
界
中
で
ア
フ
タ
ー
サ

ポ
ー
ト
も
受
け
ら
れ
る
環
境

が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
輸
出

用
装
置
に
も
適
し
て
い
る
。

　
日
本
で
は
約
３
０
０
種
類

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
提
供
を

開
始
。
一
般
電
磁
リ
レ
ー
は

省
ス
ペ
ー
ス
形
状
に
こ
だ
わ

り
、
幅
６
㍉
㍍
、 

16
㍉
㍍
、 

21
㍉
㍍
の
ス
リ
ム
な
３
サ
イ

ズ
を
用
意
し
、
接
点
数
や
定

格
コ
イ
ル
電
圧
、
抵
抗
負
荷

い
リ
レ
ー
本
体
と
ソ
ケ
ッ
ト

は
、
現
場
で
の
組
立
が
不
要

な
ソ
ケ
ッ
ト
一
体
型
組
立
済

み
製
品
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
で
提
供
し
、
工
数
削
減

や
装
置
や
設
備
の
部
品
コ
ス

ト
削
減
に
貢
献
。

　
さ
ら
に
、
電
流
電
圧
の
欠

相
逆
相
な
ど
を
検
出
す
る
監

視
リ
レ
ー
や
、
タ
イ
ミ
ン
グ

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
タ
イ

マ
ー
リ
レ
ー
な
ど
、
装
置
の

制
御
ロ
ジ
ッ
ク
を
軽
減
す
る

ス
マ
ー
ト
リ
レ
ー
も
取
り
そ

ろ
え
、
国
内
用
か
ら
輸
出
用

ま
で
幅
広
い
用
途
へ
の
採
用

を
目
指
す
。

「Harmony」ブランドリレー製品

　
横
河
電
機
と
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｉ
Ｔ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
の
Ｇ
ｒ

ｉ
ｄ
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
は
、
横

河
電
機
が
Ｇ
ｒ
ｉ
ｄ
Ｂ
ｅ
ｙ

ｏ
ｎ
ｄ
の
シ
リ
ー
ズ
Ｃ
ラ
ウ

ン
ド
に
出
資
し
、
戦
略
的
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締

結
し
た
。

　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｄ
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ

は
、
独
自
の
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
技
術
な

ど
を
用
い
て
、
実
際
に
発
電

し
た
電
力
を
売
買
す
る
「
卸

電
力
市
場
」
、
将
来
の
電
力

供
給
力
を
売
買
す
る
「
容
量

市
場
」
、
短
時
間
で
の
需
給

調
整
力
を
売
買
す
る
「
需
給

調
整
市
場
」
の
３
つ
の
市
場

で
効
率
的
な
電
力
取
引
を
代

行
（
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）

す
る
事
業
を
展
開
。
市
場
価

格
な
ど
の
予
測
デ
ー
タ
、
設

備
の
制
約
、
市
場
機
会
を
考

慮
し
て
顧
客
の
設
備
に
適
し

た
取
引
計
画
を
検
討
し
、
３

つ
の
市
場
で
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
入
札
な
ど
の
全
て
を
自
動

で
行
い
、
顧
客
の
利
益
最
大

化
を
支
援
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
し
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
９

０
０
超
の
設
備
で
合
計
１
・

７
㌐
㍗
の
負
荷
を
制
御
し
て

い
る
実
績
が
あ
る
。

　
今
後
両
社
は
電
力
取
引
導

入
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
と
運
用
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
顧
客
の
電
気
利
用
の

効
率
化
を
支
援
し
、
Ｇ
ｒ
ｉ

ｄ
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
の
仮
想
発

電
所
（
Ｖ
Ｐ
Ｐ
）
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
実
績
と
横
河
電
機

の
経
験
豊
富
な
製
造
業
向
け

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
を

も
と
に
、
両
社
は
お
客
さ
ま

の
設
備
と
電
力
消
費
の
関
係

を
理
解
し
た
う
え
で
効
果
的

な
対
策
を
提
案
し
て
実
装
、

運
用
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
企
業
と
提
携

電
力
取
引
、製
造
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

横河電機

米
国
に
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

製
薬
分
野

事
業
拡
大
へ

開
発
機
能
を
強
化

島津製作所
　
島
津
製
作
所
は
、
米
国
子

会
社
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｄ
ｚ
ｕ
　

Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
　

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

ｓ
，
Ｉ
ｎ
ｃ
．
（
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）

の
分
析
計
測
機
器
の
製
品
開

発
機
能
の
強
化
に
向
け
Ｒ
＆

Ｄ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
北
米
で
製
薬
や

臨
床
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
法
医

学
な
ど
向
け
に
分
析
計
測
機

器
の
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
、
２
０
１
５
年
に
分
析

計
測
機
器
に
関
わ
る
共
同
研

究
・
共
同
開
発
を
進
め
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
食

品
、
環
境
分
野
な
ど
の
社
会

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
は
Ｓ
Ｓ

Ｉ
本
社
に
併
設
す
る
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
本
部
と
、
東
海
岸
の

ボ
ス
ト
ン
近
郊
、
西
海
岸
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
近
郊
の

３
拠
点
で
構
成
。
ボ
ス
ト
ン

は
ア
カ
デ
ミ
ア
や
バ
イ
オ
医

薬
関
連
の
研
究
開
発
部
門

が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は

グ
ロ
ー
バ
ル
製
薬
企
業
や
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
が
集
積
し
、

両
セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
製
薬

企
業
の
ニ
ー
ズ
調
査
と
客
先

で
の
試
作
品
の
共
同
評
価
を

行
う
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
本
部

は
、
従
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
を
発
展
さ
せ
、

試
作
品
の
基
礎
評
価
に
加

え
、
島
津
製
作
所
分
析
計
測

事
業
部
と
連
携
し
た
ア
ジ
ャ

イ
ル
開
発
を
担
う
。
ま
た
試

０
０
億
円
超
へ
の
拡
大
を
目

指
す
。
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

照
光
式
非
常
停
止
用
押
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
搭
載

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
マ
ン
ダ
新
モ
デ
ル

ＩＤＥＣ

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
市
販
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
装
着
し
て
安

全
機
能
を
簡
単
に
追
加
で
き
る
安
全
ユ
ニ
ッ
ト
「
セ
ー

フ
テ
ィ
コ
マ
ン
ダ
Ｈ
Ｔ
３
Ｐ
／
Ｈ
Ｔ
４
Ｐ
形
」
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
８
５
０
に
対
応
し
た
新
型
照
光
タ
イ

プ
の
非
常
停
止
用
押
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
搭
載
モ
デ
ル
を

追
加
し
た
。

　
同
製
品
は
、
非
常
停
止
用

押
し
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
な
ど

安
全
機
能
を
搭
載
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
用
グ
リ
ッ
プ
で
、
生

産
現
場
で
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
操
作
パ
ネ
ル
や
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
と
し
て
多
く
使
わ
れ

て
い
る
市
販
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
や
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
安
全
規
格

で
求
め
ら
れ
る
安
全
機
能
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
付
与
で
き
る

安
全
機
器
。
伸
縮
式
の
ド
ッ

キ
ン
グ
構
造
で
幅
広
い
サ
イ

１８００
Ａ
の
定
格
電
流
実
現

産
業
用

大
容
量

Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
モ
ジ
ュ
ー
ル

富士電機最大リーチ2100㎜最大可搬80㎏
三菱電機 垂直多関節ロボット

ズ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
取
り
付

け
ら
れ
、
グ
リ
ッ
プ
も
回
転

式
で
縦
・
横
ど
ち
ら
方
向
で

も
使
え
、
利
き
手
を
問
わ
な

い
持
ち
や
す
さ
と
操
作
性
を

実
現
し
て
い
る
。

　
新
製
品
は
、
非
常
停
止
機

能
の
国
際
規
格
Ｓ
Ｏ
１
３
８

５
０
に
対
応
し
た
照
光
タ
イ

プ
の
非
常
停
止
用
押
ボ
タ
ン

ス
イ
ッ
チ
を
搭
載
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
３
８
５
０
で
は
、
無
線
ペ

ン
ダ
ン
ト
や
着
脱
式
の
有
線

ペ
ン
ダ
ン
ト
で
、
非
常
停
止

の
有
効
／
無
効
の
混
同
を
避

け
る
た
め
の
一
つ
の
方
策
と

し
て
照
光
に
よ
る
ボ
タ
ン
色

の
変
化
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
同
製
品
で
は
無
効
時
は

白
（
消
灯
状
態
）、有
効
時
は

赤
（
点
灯
状
態
）
と
し
て
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
導

入
済
み
の
既
存
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
も
容
易
に
安
全
性
を
高
め

ら
れ
る
ほ
か
、
開
発
コ
ス
ト

負
担
が
大
き
な
専
用
端
末
の

開
発
が
不
要
に
な
り
、
制
御

盤
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
＋
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
マ

ン
ダ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で

複
数
の
制
御
盤
を
１
台
の
端

末
で
運
用
で
き
、
制
御
盤
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
省
ス
ペ
ー

　
三
菱
電
機
は
、
垂
直
多
関

節
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
Ｖ
―
Ｆ
Ｒ

シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
リ

ー
チ
２
１
０
０
㍉
㍍
で
、
最

大
可
搬
35
㌔
㌘
、
50
㌔
㌘
、

80
㌔
㌘
の
モ
デ
ル
と
な
る

「
Ｒ
Ｖ
―
Ｆ
Ｒ
35
／
50
／

80
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
シ
リ
ー
ズ
最

大
リ
ー
チ
の
２
１
０
㍉
㍍
、

最
大
可
搬
80
㌔
㌘
で
、
加
工

機
へ
の
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ア

ン
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
用
途
や
パ

ッ
キ
ン
グ
、
パ
レ
タ
イ
ジ
ン

グ
な
ど
大
型
ワ
ー
ク
・
重
量

物
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
に
最

適
。
シ
ー
ケ
ン
サ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

Ｅ
Ｃ
　
ｉ
Ｑ
―
Ｒ
シ
リ
ー
ズ

に
ロ
ボ
ッ
ト
Ｃ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
、
ス
ロ
ッ
ト
イ
ン
す

る
こ
と
で
シ
ー
ケ
ン
サ
と
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
連

携
で
き
、
大
容
量
の
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
け
渡
し

て
ラ
イ
ン
全
体
の
デ
ー
タ
集

約
や
見
え
る
化
、
省
配
線
が

可
能
。
ま
た
安
全
柵
で
人
と

ロ
ボ
ッ
ト
を
隔
離
し
な
く
て

も
、
人
が
エ
リ
ア
に
侵
入
す

る
と
減
速
・
自
動
停
止
し
、

領
域
外
へ
移
動
す
る
と
自
動

で
動
作
を
再
開
し
、
装
置
の

停
止
や
再
起
動
の
手
間
を
な

く
し
、
効
率
的
な
作
業
を
実

現
し
て
い
る
。

　
導
入
後
も
ｉ
Ｑ
　
Ｃ
ａ
ｒ

ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ａ
　
Ｓ
ｕ
ｐ

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
に
よ
っ
て
無
償
保

証
、
点
検
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

安
定
稼
働
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

　
富
士
電
機
は
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発
電
シ

ス
テ
ム
用
の
電
力
変
換
装
置

な
ど
向
け
に
、
産
業
用
大
容

量
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｈ
Ｐ
ｎ
Ｃ
」
シ
リ
ー
ズ
を

発
売
し
た
＝
写
真
。

　
太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な

る
普
及
拡
大
に
向
け
発
電
コ

ス
ト
の
低
減
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
モ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
イ
ン
バ
ー
タ
や
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
（
Ｐ

Ｃ
Ｓ
）
な
ど
の
電
力
変
換
装

置
に
搭
載
さ
れ
、
電
気
の
オ

ン
／
オ
フ
（
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
）
に
よ
り
、
周
波
数
や
電

圧
を
変
え
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　
同
製
品
は
、
最
新
世
代
の

Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
チ
ッ
プ
の
搭
載
に

加
え
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
部
の

端
子
配
置
や
チ
ッ
プ
レ
イ
ア

ウ
ト
の
最
適
化
、
高
放
熱
部

材
の
適
用
に
よ
り
、
単
位
面

積
あ
た
り
の
電
流
密
度
を
高

め
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
サ
イ
ズ

は
そ
の
ま
ま
に
従
来
品
比
80

％
増
と
な
る
１
８
０
０
Ａ
の

定
格
電
流
を
実
現
。
電
力
変

換
装
置
１
台
当
た
り
の
出
力

向
上
で
設
置
台
数
削
減
や
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
敷
設
面
積

を
拡
げ
る
運
用
も
可
能
に
な

り
、
発
電
効
率
の
向
上
や
発

電
コ
ス
ト
低
減
が
可
能
。

　
ま
た
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
チ
ッ
プ
と

Ｆ
Ｗ
Ｄ
チ
ッ
プ
の
耐
圧
構
造

を
最
適
化
し
、
定
格
電
圧
を

２
３
０
０
Ｖ
と
す
る
Ｉ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
１
個
で

Ｄ
Ｃ
１
５
０
０
Ｖ
の
電
力
変

換
装
置
に
対
応
で
き
、
Ｉ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
搭
載
数

や
周
辺
回
路
に
お
け
る
配
線

な
ど
の
部
材
を
減
ら
し
、
電

力
変
換
装
置
の
小
型
化
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク「
ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｃ
」

�

薄
型
低
コ
ス
ト

ＵＬ規格認証品を追加
オムロン�光電センサ

巡回検知型の漏水検知
ＡＢＬＩＣ、東芝デジタルソリ

ューションズ

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
小
型
ア
ン

プ
内
蔵
型
光
電
セ
ン
サ
「
Ｅ

３
Ｚ
」
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｌ
規

格
認
証
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

に
追
加
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
透
過
形
30

㍍
、
回
帰
反
射
形
４
㍍
、
拡

散
反
射
形
１
㍍
の
長
距
離
検

出
が
で
き
、
光
軸
と
機
械
軸

の
ズ
レ
は
プ
ラ

ス

マ
イ

ナ
ス

２
・
５
度
以

内
で
光
軸
調
整
が
簡
単
。
独

自
の
外
乱
光
回
避
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
に
よ
っ
て
高
い
安
定
性

を
持
つ
。
レ
ー
ザ
ー
タ
イ
プ

と
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
タ
イ
プ

を
そ
ろ
え
、
今
回
Ｕ
Ｌ
規
格

認
証
品
を
追
加
し
た
。

ス
化
も
可
能
。
大
型
機
械
を

操
作
す
る
際
に
近
づ
い
て
の

操
作
も
可
能
と
な
る
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ

ー
の
中
空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
「
Ｄ
Ｇ
Ⅱ
シ
リ

ー
ズ
」
を
、
同
社
製
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
の
周
辺
機
器
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
「
Ｕ
Ｒ
＋
」
製
品

と
し
て
認
証
し
た
＝
写
真
。

Ｕ
Ｒ
＋
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ

ー
タ
ー
製
品
が
登
録
さ
れ
る

の
は
初
め
て
で
、
今
後
、
電

動
ス
ラ
イ
ダ
や
電
動
シ
リ
ン

ダ
、
電
動
グ
リ
ッ
パ
な
ど
の

電
動
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
製
品

も
追
加
し
て
い
く
。

　
同
製
品
は
、
中
空
テ
ー
ブ

ル
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
ス

テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
を
一
体

化
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
。
ク
ロ
ス
ロ
ー
ラ

ベ
ア
リ
ン
グ
を
採
用
し
、
最

大
許
容
ト
ル
ク
は
24
Ｎ
・
ｍ

の
高
強
度
、
許
容
ア
キ
シ
ア

ル
荷
重
は
２
０
０
０
N
の
た

め
２
０
０
㌔
㌘
ま
で
の
高
荷

重
の
ワ
ー
ク
駆
動
が
可
能
。

中
空
穴
は
φ
62
㍉
㍍
と
大
口

径
で
配
線
を
効
率
化
で
き
、

取
り
付
け
角
は
60
〜
１
３
０

㍉
㍍
で
高
精
度
な
位
置
決
め

も
で
き
、
部
品
や
製
品
搬
送

・
検
査
工
程
の
タ
ー
ン
テ
ー

ブ
ル
旋
回
軸
な
ど
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ソ
フ

ト
「
Ｕ
Ｒ
　
Ｃ
ａ
ｐ
」
に
対

応
し
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
と

ド
ラ
イ
バ
、
ケ
ー
ブ
ル
を
Ｕ

Ｒ
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
Ｕ

Ｒ
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ペ
ン
ダ

ン
ト
で
ロ
ボ
ッ
ト
と
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
の
通
信
設
定
、
位

置
や
速
度
設
定
、
動
き
の
制

御
設
定
な
ど
が
可
能
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
外
部
軸
を
追

加
す
る
に
は
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
介
し

て
連
携
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
か
ら
直
接
、
外
部
軸
を

制
御
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

６
軸
プ
ラ
ス
１
軸
の
シ
ス
テ

ム
構
築
が
容
易
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

リ
ー
ズ
の
他
の
タ
イ
プ
に
比

べ
て
30
％
以
上
厚
み
を
抑

え
、
ス
ペ
ー
ス
削
減
が
可

能
。
エ
ッ
ジ
や
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
用
途
で
産
業
用
パ
ソ
コ
ン

を
用
い
た
い
場
合
や
、
低
コ

ス
ト
で
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
導
入
し
た
い
ケ
ー
ス

に
最
適
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
る
。

長
寿
命
化
と
軽
量
化

大
型
袋
搬
送
向
け

グ
リ
ッ
パ

シュマルツ

　
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
（
エ
イ
ブ
リ

ッ
ク
）
と
東
芝
デ
ジ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
Ａ
Ｂ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
漏

水
セ
ン
サ
に
、
東
芝
デ
ジ
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
ｉ

ｆ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

　
シ
ュ
マ
ル
ツ
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
材
質
、
形
状
、
重
量
の

袋
物
ワ
ー
ク
搬
送
向
け
に
提

供
し
て
い
る
サ
ッ
ク
グ
リ
ッ

パ
ー
「
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｇ
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
＝
写
真
。

　
新
製
品
は
、
吸
着
面
に
ゴ

ム
材
質
の
シ
ー
リ
ン
グ
を
採

用
し
、
従
来
の
ス
ポ
ン
ジ
状

シ
ー
リ
ン
グ
に
比
べ
て
高
い

し
追
従
性
に
優
れ
た
シ
リ
コ

ー
ン
ゴ
ム
タ
イ
プ
と
、
よ
り

耐
久
性
に
優
れ
た
ニ
ト
リ
ル

ゴ
ム
タ
イ
プ
も
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
さ
ら
に
、
本
体
設
計
の

見
直
し
や
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
樹

脂
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

本
体
重
量
を
最
大
50
％
軽
減

し
、
搬
送
速
度
の
向
上
に
加

え
、
軽
可
搬
タ
イ
プ
の
ロ
ボ

ッ
ト
で
も
使
え
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
自

動
機
向
け
タ
イ
プ
と
真
空
バ

ラ
ン
サ
ー
向
け
タ
イ
プ
の
２

種
類
か
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う

に
し
た
。

　
ま
た
自
動
搬
送
向
け
と
し

て
真
空
発
生
器
一
体
型
タ
イ

プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
圧
縮

エ
ア
の
供
給
の
み
で
使
用
で

き
、
選
定
や
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

の
工
数
を
削
減
し
容
易
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

体
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
計
を
採

用
し
、
吸
着
面
の
フ
ィ
ル
タ

ー
や
シ
ー
リ
ン
グ
を
容
易
に

分
解
・
交
換
で
き
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
交
換
の
工
数
削
減

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ー
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
、
巡

回
検
知
型
漏
水
検
知
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
ト
ラ
イ

ア
ル
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。

　
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
漏
水
セ
ン

サ
は
無
線
タ
グ
と
セ
ン
サ
リ

ボ
ン
を
接
続
し
て
使
用
し
、

水
漏
れ
し
た
水
か
ら
発
電
し

て
無
線
で
漏
水
を
検
知
し
て

発
報
し
、
バ
ッ
テ
リ
や
電

源
、
通
信
配
線
の
敷
設
工
事

が
い
ら
ず
、
配
管
や
壁
、
床

に
簡
単
に
設
置
で
き
る
。
ｉ

ｆ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
は
さ
ま
ざ
ま
な

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

機
器
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
今
回
、
バ

ッ
テ
リ
レ
ス
漏
水
セ
ン
サ
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
化
。
保
守
作
業

員
が
現
場
を
巡
回
し
な
が
ら

漏
水
が
あ
る
と
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
が
情
報
を
受
信
し
、
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
に
も
情
報
を

共
有
。
迅
速
な
漏
水
の
検
知

と
発
見
、
対
処
が
可
能
に
な

る
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
、
産
業
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
「
Ｐ
Ｓ
６
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
ボ

ッ
ク
ス
タ
イ
プ
に
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ

モ
デ
ル
を
追
加
し
た
＝
写

真
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
高
性
能

Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
よ
る
高
い
処
理
能

力
に
加
え
、
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｖ
Ａ
や

Ｅ
ｃ
ｏ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｘ
ｕ
ｒ
ｅ

な
ど
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
の
高

い
親
和
性
、
Ｐ
ｒ
ｏ
―
ｆ
ａ

ｃ
ｅ
の
Ｈ
Ｍ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

高
い
接
続
性
を
兼
ね
備
え
、

エ
ッ
ジ
領
域
か
ら
大
中
規
模

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
シ
ス
テ
ム
用
の

ラ
イ
ン
制
御
監
視
ま
で
幅
広

い
用
途
に
対
応
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　
追
加
す
る
新
製
品
は
、
Ｃ

Ｐ
Ｕ
に
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
を
搭
載

し
、
厚
み
を
抑
え
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
筐
体
が
特
長
。
同
シ

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
マ
ン
ダ
Ｈ
Ｔ
３
Ｐ
／

Ｈ
Ｔ
４
Ｐ
形

耐
摩
耗
性
を
実
現
し
、
摩
耗

に
よ
る
コ
ン
タ
ミ
の
発
生
も

抑
制
。
Ｆ
Ｄ
Ａ
規
格
に
準
拠

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

「
中
空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
」

「
Ｕ
Ｒ
＋
」製
品
に
認
証

ユニバーサル
ロ ボ ッ ト

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２４年（令和６年）４月２４日

き方と生産性に関する調査報告などの論文を掲載し、
社会課題にチャレンジする技術研究・商品開発全般を
紹介している。

■�キーエンス、サステナビリティサイトをリニュ
ーアル

　キーエンスは、同社のサステナビリティの取り組み
を紹介する「サステナビリティサイト」をリニューア
ルした。コンテンツ構成やデザインを一新し、検索性
を高めてより使いやすくなっている。

■�オプテックス・エフエー、センサデモ動画17
本を一挙公開

　オプテックス・エフエーは、光電・変位センサや
IO-Linkマスタなどセンサのデモ動画17本を公開し
た。動画では特長の解説のほか、実際のサイズ感や機
能についても分かりやすく紹介している。

■�北陽電機、まんがで分かる制御機器が新章突入
　シーズン3「測域センサデータ出力タイプ
編」第1話公開

　北陽電機は、制御機器の知識についてマンガを織り
込みながら学んでいくコンテンツ「まんがで分かる制
御機器」について、シーズン3「測域センサデータ出
力タイプ編」第1話「プロローグ　主役交代！ツヨ
シ、君が頼りだ‼」を公開した。
　ツヨシ君とマナブ君が仲良くお昼ご飯を食べている
ときに、マナブ君の妹カナさんからロボット研究につ
いての相談が……レイコさんも一緒に3人で大学に行
ってみることに‼これからにぎやかになりそうな予
感！ツヨシ大活躍か⁉

■�サンセイテクノス、南大阪物流センター内の第
二倉庫が竣工

　サンセイテクノスは、大阪府堺市の南大阪物流セン
ター敷地内に建設していた第二倉庫が竣工し、4月か
ら稼働を開始した。敷地面積は約595平方㍍（180
坪）、延床面積は396平方㍍（120坪）。収容能力は
第一倉庫の1.5倍あり、タイムリーな部品調達と在庫
ストックのニーズに対応する形となっている。

■�萩原テクノソリューションズ、TXOneとOT
領域のサイバーセキュリティ対策推進に向けて
連携強化

　萩原テクノソリューションズとTXOne Networks 
Japanは、製造業界のOT領域におけるサイバーセキ
ュリティリスクの低減に向けてパートナーシップを強
化した。
　連携強化により萩原テクノソリューションズは、顧
客のIT部門 や生産部門、戦略マネジメント部門 に向
け、参照すべき考え方やステップを手引きとして示し
ながら、アセスメント（診断）・構築・運用を包括す
るソリューション・サービスの一貫した提供を行うこ
とで、お客さま独自の環境と課題に沿った最適なソリ
ューションの企画から構築、導入・運用までを支援し

■�三菱電機、FAサイト内のバーチャルショール
ームをリニューアル

　三菱電機は、FAサイト内のバーチャルショールー
ムをリニューアルし、立ち上げの効率化、生産ライン
の見える化などの困りごとに対するソリューションを
素早く見つけられるページになっている。

■�ABBとテサテープ、自動車のボデー穴塞ぎ自
動化の統合ソリューションで協業

　ABBロボティクスジャパンと工業用粘着テープの
tesa（テサテープ）は、自動車のボデー穴塞ぎ工程の
自動化の統合ソリューションを開発し、静岡県島田市
のABBテクニカルセンターでデモを行った。
　これまで自動車生産におけるボデー穴のシーリング
には樹脂プラグを使って人手作業で穴を塞いでいた
が、ABBの安全ソリューションSafeMoveとtesaのカ
ートリッジ式自動テープ貼り付け機tesa ProSealのコ
ラボレーションにより、シール貼り付け工程と検査工
程の自動化を実現した。これにより作業効率化に加
え、作業者が常に見上げながら作業をする必要がなく
なり、作業負担を軽減できる。

■�富士電機機器制御、新型電磁接触器・電磁開閉
器「SC-NEXTシリーズ」紹介論文が「富士電
機技報」に掲載

　富士電機が発行している「富士電機技報」に、富士
電機機器制御の新型電磁接触器・電磁開閉器「SC-
NEXTシリーズ」の紹介論文（著・大久保幸治氏）が
掲載された。
　同製品は、近年の市場では電磁接触器・電磁開閉器
のさらなる小型化、低消費電力化に加え、安全性や環
境保護などの要求が高まっている中、これらの要求に
応えるため、小型・中型機種を全面モデルチェンジ
し、「SC-NEXTシリーズ」として2023年10月から発
売を開始している。

■�アズビル、技報「az b i l � T e c h n i c a l�
Review」最新号を発行。持続可能な社会に貢
献するオートメーション技術特集

　アズビルは、グループの研究開発、商品開発などを
紹介する「azbil Technical Review（テクニカルレビ

で実施している。新規に
F A 会 員 に 登 録 す る と
Amazonギフト券1000円
分を抽選で50人に、既存
会員で会員情報を更新す
るとAmazonギフト券
500円分を抽選で250人
にプレゼント。さらにFA Web Shop会員に登録する
と三菱ブレッドオープンが抽選で10人にプレゼント
している。

■�カナデン、Wi-Fi振動センサーお試し特別価格
キャンペーン　先着30台限定

　カナデンは、振動による予知・予防保全が簡単に始
められるWi-Fi振動センサー「コナンエアー」を手ご
ろな価格で提供する「Wi-Fi振動センサーお試し特別
価格キャンペーン」を実施している。
　コナンエアーは、簡易診断向けの電池式小型Wi-Fi
振動センサー。特別なアプリやソフトを使用せず、
PCやスマートフォンなどのブラウザ上で手軽に振動
測定ができる。モータ、ポンプ、真空ポンプ、集塵
機、ブロワー、コンプレッサー、冷凍機、冷却塔、空
調機、攪拌器、粉砕機、遠心分離機、搬送機、減速機
などに設置して、振動による予知保全をスタートでき
る。
　対象製品と価格は、Wi-Fi振動センサー「コナンエ
アーCNA-WLVS-02」が2万8000円（税抜）、防爆振
動センサー「防爆コナンエアーCNA-WLVS-02E」が
12万8000円（税抜）。それぞれ先着30台限定となる。

■�ミスミ、meviy「はじめてのメビー応援キャ
ンペーン」実施　初回購入でプレゼント

　ミスミは、機械部品調達AIプラットフォーム
「meviy（メビー）」について、「はじめてのメビー
応援キャンペーン」を実施している。期間中、meviy
で初回購入した人を対象に、抽選で100人にQUOカー
ドPay1,000円分をプレゼントしている。期間は6月30
日まで。

セミナー・イベント情報

■�RYODEN、5月28日にウェビナー「バイオミ
メティクス加工技術研究会インタラクティブシ
ンポジウム」開催

　RYODENは、信州大学繊維学部との共催で、5月
28日13時からウェビナー「バイオミメティクス加工
技術研究会インタラクティブシンポジウム」を開催す
る。
　超短パルスレーザーを用いた最新の微細加工技術、
機能的テクスチャの実用化に向けた開発テーマを中心
に講演を行う。超短パルスレーザーを用いた最新の微
細加工技術動向を知りたい、レーザー微細加工の実現
方法・適用例を知りたい、機能的テクスチャによる高
機能表面（撥水、親水、抗菌、加飾）の実例を知りた
い、レーザー微細加工の受託・レーザー加工機の導入
について相談したいなどの人に最適。

ュー）」2024年4
月発行号を発行し
た。
　 特 集 テ ー マ は
「持続可能な社会
に貢献するオート
メーション技術」
とし、生産現場の
自律化を促し安定
操業・高い生産性
を 目 指 す 技 術 、
AIによる資源エ
ネ ル ギ ー の 最 少
化、熱源設備の最
適利用、多様な働

ていく。

■�藤井産業、埼玉県久喜市に久喜菖蒲営業所を開
設

　藤井産業は、埼玉県久喜市に久喜菖蒲営業所（イン
フラソリューションズカンパニー　産業システム営業
本部　機器制御第二営業部）を開設し営業を開始し
た。住所は〒346-0036　埼玉県久喜市北中曽根1317
番地1、電話番号は0480-53-9875、FAXは0480-53-
9876。

■�トラスコ中山、同社最大の物流センター「プラ
ネット埼玉」の見学ツアー動画を公開

　トラスコ中山は、埼玉県幸手市にある同社最大の物
流センター「プラネット埼玉」の見学ツアー動画「ニ
ッポンの工具箱-プラネット埼玉篇-」（再生時間:31
分13秒）を公開した。
　見学会の問い合わせが多数あることから、〝いつで
も、どこでも、どなたでも〟をコンセプトに、約60
万アイテムの商品を高密度収納、高効率出荷するため
の工夫や最新の物流機器、そして「在庫を持つことへ
の想い」などをプラネット埼玉で働く1年目社員と同
センター出身の先輩社員が紹介。同時に、短時間で見
られるよう約30分の動画を9つに分割したコンテンツ
も同時に公開している。

■�エムジー、「MGTrend」最新号2024年4月
号を発行

　 エ ム ジ ー （ エ ム シ ス テ ム 技 研 ） は 、 季 刊 誌
「MGTrend」の最新号となる2024年4月号を発行し
た。お客さま訪問記として大分県津久見市の古手川産
業でのエネルギー監視システムのデータ収集に採用さ
れた「くにまる」を紹介しているほか、プロダクツレ
ビューとしてBA（ビルディングオートメーション）
用メタトロンコントローラなどを紹介している。

■�IBSジャパン、「人を活かす経営」大賞審査員
特別賞を受賞

　アイ・ビー・エス・ジャパンは、東京中小企業同友
会が主催する「人を活かす経営」大賞で審査員特別賞
を受賞した。数々の工夫や働き方改革を経て働きやす
い職場環境を整備し、社員の個々の強みや可能性を生
かした凸凹自走型組織経営を実現したことが高く評価
され、今回の受賞となった。

キャンペーン

■�三菱電機、FAサイト、FA�Web�Shop新規登
録・更新キャンペーン　7月31日まで

　三菱電機は、FAサイトとFA Web Shopについて、
会員情報の新規登録・更新キャンペーンを7月31日ま

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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サーボモータ 飛躍に備え開発進む
　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
が
ま
と
め

て
い
る
生
産
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
度

（
23
年
４
月
〜
24
年
３
月
）
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

の
生
産
額
は
、
前
年
度
比
85
・
１
％
の
１
０
３

０
億
円
２
８
０
０
万
円
、
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
は
同

88
・
７
％
の
１
０
０
８
億
５
０
０
万
円
で
、
合

わ
せ
て
２
０
３
８
億
３
３
０
０
万
円
に
な
っ
て

い
る
。
23
年
度
は
20
、
21
年
の
部
品
不
足
が
解

消
し
て
生
産
は
ほ
ぼ
正
常
に
戻
っ
た
一
方
で
、

主
要
需
要
先
の
半
導
体
製
造
装
置
や
電
子
部
品

実
装
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
向
け
な
ど
の
市
場
が

低
迷
。
加
え
て
こ
の
間
の
増
産
し
た
在
庫
が
大

幅
に
増
え
た
こ
と
で
、
生
産
は
２
桁
の
減
少
と

な
っ
た
。
月
ベ
ー
ス
で
も
１
７
０
億
円
前
後

と
、
２
０
０
億
円
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

　
24
年
度
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
同
１
０
０
・

８
％
の
１
０
３
８
億
円
８
７
０
０
万
円
、
サ
ー

ボ
ア
ン
プ
が
同
１
０
０
・
８
％
の
１
０
１
６
億

４
６
０
０
万
円
で
合
わ
せ
て
２
０
５
５
億
３
３

０
０
万
円
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
通
し
を
立
て
て

い
る
。
中
国
市
場
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
半
導
体
製
造
装
置
も
年
内
の
回
復
は
予
断

を
許
さ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
24
年
度
上
期
は

在
庫
調
整
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
主
力
需
要
先
で
あ
る
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
セ
ン
サ
で
構
成
さ

れ
て
い
る
と
も
い
え
る
ほ
ど
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の

大
き
な
市
場
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
伸
長
率
と
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
の
伸
長
率
は
ほ
ぼ
比
例
す
る
。
ロ
ボ

ッ
ト
が
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
市
場
拡
大
の
牽
引
役

と
し
て
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
は

慢
性
的
な
人
手
不
足
か
ら
代
替
え
手
段
と
し
て

期
待
さ
れ
て
お
り
、
人
と
協
働
で
動
く
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
も
盛
ん
だ
。
加
え
て
、
自
動
機
や
ロ

ボ
ッ
ト
で
し
か
な
い
作
れ
な
い
も
の
も
増
え
て

お
り
、
自
動
化
投
資
が
進
ん
で
い
る
。
用
途
も

工
場
で
の
作
業
用
や
物
流
分
野
、
非
製
造
業
で

も
ホ
テ
ル
で
の
案
内
サ
ー
ビ
ス
や
外
食
産
業
の

人
手
補
完
用
、
警
備
や
清
掃
な
ど
と
い
っ
た
幅

広
い
用
途
で
採
用
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
の
需
要
も

出
始
め
て
い
る
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
は
、
使
い
や
す
さ
に
重

点
を
置
い
た
製
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
複
雑

な
制
御
調
整
が
簡
単
に
で
き
る
オ
ー
ト
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
機
能
、
機
械
の
振
動
を
抑
え
な
が
ら
短

時
間
で
位
置
決
め
を
行
う
制
振
制
御
技
術
、
作

業
の
安
全
を
確
保
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
制
御
技

術
、
さ
ら
に
効
率
的
な
生
産
を
進
め
る
ネ
ッ
ト

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
市
場
は
一
時
期
の
納
期
遅
延
な
ど
が
解
消
し
生
産
は
正
常
に
戻
っ

た
。
た
だ
、
主
要
需
要
先
の
停
滞
と
増
産
の
反
動
か
ら
一
服
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
24
年

度
後
半
以
降
は
、
半
導
体
製
造
装
置
や
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
の
再
上
昇
基
調
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
需
要
回
復
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
製
品
傾
向
は
、
高
分
解

能
化
と
高
速
・
高
精
度
制
御
、
調
整
作
業
の
簡
素
化
、
省
配
線
化
、
安
全
対
策
な
ど
を
中

心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
応
し
た
取
り
組
み
強
化
に
よ

る
需
要
増
も
出
て
き
そ
う
だ
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
追
い
風

高
速
・
高
精
度
＋
使
い
や
す
さ
実
現停

止
を
防
ぐ
こ
と
は
「
止
ま
ら
な
い
工
場
」
を

実
現
す
る
う
え
で
も
大
き
な
鍵
に
な
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
モ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る
。

特
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
つ
な
が
る
エ
ン
コ
ー
ダ

と
の
通
信
線
に
各
種
セ
ン
サ
や
Ｉ
／
Ｏ
機
器
な

ど
接
続
す
る
こ
と
で
、
省
配
線
化
と
エ
ン
コ
ー

ダ
と
同
期
し
た
セ
ン
サ
デ
ー
タ
の
収
集
も
可
能

に
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
エ
ン
コ
ー
ダ
と
の

通
信
方
式
も
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
で
異
な
っ
た

規
格
を
使
用
し
て
い
る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
へ
の
対
応
も
進
ん
で
い
る
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
段
取
り
替
え
な
ど
の
通
常
運
転

以
外
の
作
業
で
も
効
率
も
上
げ
る
た
め
に
、
機

械
装
置
を
止
め
な
い
で
、
安
全
に
動
か
し
な
が

ら
作
業
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
重
要
に
な
る
の
は
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
だ
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
に
関
連
す
る
規

格
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
８
４
９
―
１
、
Ｉ
Ｅ

Ｃ
６
１
５
０
８
シ
リ
ー
ズ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
０
６

１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
２
０
４
―
１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１

８
０
０
―
５
―
２
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
２
０
４
―
１
は
、
機
械
の
電
気
装

置
に
関
す
る
要
求
事
項
を
定
め
た
規
格
で
、
停

止
の
制
御
機
能
に
つ
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
可
変
速
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
安
全
規

格
で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
０
０
―
５
―
２
へ
の

対
応
も
行
わ
れ
て
い
る
。
安
全
規
格
へ
の
対
応

は
特
に
、
自
動
車
製
造
関
連
の
用
途
で
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
の
ほ

と
ん
ど
が
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
最
高
安
全
認

証
レ
ベ
ル
「
Ｐ
Ｌ
ｅ
／
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
」
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
製
品
も
多
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
厳
し
い
環
境
下
で
も
使
用
で
き

る
よ
う
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ
65
な
ど
を
標
準
採
用
し

た
タ
イ
プ
や
、
Ｉ
Ｐ
67
対
応
品
も
増
え
て
い

る
。

　
低
剛
性
へ
の
対
応
も
ポ
イ
ン
ト
で
、
特
に
高

速
応
答
が
必
要
な
マ
シ
ン
ボ
ン
ダ
ー
や
、
低
剛

性
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
低
振
動
で
高
速
駆
動
し
た
い

取
り
出
し
ロ
ボ
ッ
ト
、
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
は
、
従
来
の
空
圧
や
油
圧
装

置
名
地
に
比
べ
大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
Ｃ

Ｏ
２

削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
と
し
て
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
減
速
時
の
運
動

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
複
数
台
の
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
で
共

有
し
た
り
、
電
源
回
生
す
る
こ
と
で
一
層
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
。

　
こ
の
と
こ
ろ
の
円
安
基
調
を
背
景
に
海
外
市

場
で
の
競
争
力
が
高
ま
る
一
方
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
（
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
や
人
手
不

足
な
ど
の
観
点
か
ら
生
産
の
国
内
回
帰
の
動
き

も
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
大
型
半
導
体
工
場
の

国
内
建
設
が
進
み
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
自
動
化
に

向
け
た
投
資
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
需
要
は
再
び
加
速
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

・
シ
ス
テ
ム
の
生
産
性
が
向
上
す
る
。

　
さ
ら
に
、
モ
ー
タ
回
転
数
も
７
１
５
０
ｒ
／

ｍ
ｉ
ｎ
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
制
御
に
関
し
て

は
、
指
令
応
答
特
性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ

ワ
ー
ド
機
能
（
Ｆ
Ｆ
機
能
）
と
、
外
乱
抑
制
特

性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
（
Ｆ
Ｂ
制

御
）
が
あ
る
が
、
Ｆ
Ｆ
制
御
と
Ｆ
Ｂ
制
御
を
完

全
に
分
離
し
て
制
御
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、

２
自
由
度
制
御
方
式
を
搭
載
し
た
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
も
使
わ
れ
て
い
る
。
両
制
御
を
完
全
に
分
離

す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
速
・
高
精
度
な
モ
ー
タ

制
御
が
実
現
す
る
。
例
え
ば
電
子
部
品
実
装
機

で
は
、
部
品
搭
載
ヘ
ッ
ド
の
振
動
を
抑
え
た
高

速
実
装
タ
ク
ト
の
実
現
や
、
金
属
加
工
機
で

は
、
摩
擦
や
粘
性
の
影
響
を
少
な
く
し
、
切
断

面
を
滑
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
高
精
度
な
加
工

が
実
現
で
き
る
。
さ
ら
に
、
１
台
の
ア
ン
プ
で

最
大
３
台
（
３
軸
）
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
で
き

る
機
種
も
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン
プ
の
診

断
機
能
を
使
っ
た
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
予
知
診
断

機
能
で
あ
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
稼
働
時
間
な

ど
を
計
測
し
て
、
故
障
な
ど
を
予
知
す
る
こ
と

で
稼
働
停
止
な
ど
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
小
型
化
の
一
環
と
し
て
動
力
と

信
号
を
ひ
と
つ
の
コ
ネ
ク
タ
で
接
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
コ
ネ
ク
タ
の
ス
ペ
ー
ス
削

減
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　
小
型
・
軽
量
化
で
は
、
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ
が

必
要
と
す
る
ト
ル
ク
を
直
接
供
給
す
る
ダ
イ
レ

ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
（
Ｄ
Ｄ
）
モ
ー
タ
は
、
減
速

機
、
ベ
ル
ト
な
ど
の
中
間
機
構
を
介
さ
ず
に
モ

ー
タ
と
機
械
を
直
接
接
合
し
、
動
力
・
動
作
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
薄
型
・
コ

ン
パ
ク
ト
化
で
シ
ン
プ
ル
構
造

が
可
能
に
な
る
。
減
速
機
な
ど

を
使
用
し
な
い
こ
と
で
特
に
低

速
で
の
駆
動
が
安
定
し
て
い
る

こ
と
や
、
減
速
機
の
歯
車
か
ら

発
生
す
る
微
振
動
や
音
も
無
く

な
り
、
静
か
で
周
囲
環
境
に
も

優
し
い
。
当
然
な
が
ら
、
減
速

機
な
ど
の
メ
カ
機
構
が
な
い
こ

と
で
、
摩
耗
や
歯
車
の
か
み
合

わ
せ
ず
れ
に
よ
る
位
置
精
度
誤

差
や
故
障
の
発
生
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
の
要
因
も
減
ら
せ
る
こ

と
に
な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作

業
の
軽
減
、
低
コ
ス
ト
や
省
資

源
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
も
つ
な

が
る
。
最
近
注
目
の
２
軸
一
体

型
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
で
は
、
モ
ー
タ

中
央
部
に
２
つ
の
独
立
し
た
回

転
軸
を
持
た
せ
る
こ
と
で
別
々

の
動
作
を
同
時
に
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
な
ど
に
有
効
だ
。
２

軸
の
ア
ン
プ
を
使
用
す
れ
ば
制

御
盤
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
も
図
れ

る
。

　
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動

向
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
回
転

型
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
ボ
ー
ル
ね

じ
と
の
組
み
合
わ
せ
に
比
べ
、

推
力
が
大
き
く
、
短
ス
ト
ロ
ー

ク
移
動
で
加
減
速
の
繰
り
返
し

な
ど
に
強
み
を
発
揮
で
き
る
。

特
に
、
小
型
で
速
い
動
き
が
求

め
ら
れ
て
い
る
機
械
な
ど
に
最

適
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
で
は
、
高
シ
ョ
ッ
ト
往
復

運
転
の
リ
ニ
ア
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
が
半
導
体
テ
ス
ト
ハ
ン
ド
ラ

装
置
な
ど
に
よ
く
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
新
た
に
Ｚ
軸
制
御
で

き
る
よ
う
に
し
た
開
発
も
進
ん

で
い
る
。

　
今
後
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
利
用
領
域
を
拡
大

す
る
う
え
で
モ
ー
タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
機
械
装
置
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
検
出
し
な
が
ら
同
期
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン

に
携
わ
る
人
が
減
少
す
る
な
か
で
、
装
置
の
状

態
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動
作
や
稼
働
状
態
を
常

時
把
握
し
て
、
異
常
検
知
や
突
発
的
な
故
障
や

ワ
ー
ク
化
対
応
な
ど
が
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
機
械
の
負
荷

変
動
や
剛
性
に
応
じ
て
安
定
し
た
制
御
の
実
現

を
簡
単
に
で
き
る
方
法
を
各
社
が
独
自
に
開
発

し
て
い
る
。
制
振
制
御
技
術
で
は
ア
ー
ム
先
端

の
振
動
に
加
え
、
装
置
本
体
の
残
留
振
動
も
抑

制
で
き
る
低
周
波
抑
制
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
搭
載

し
、
さ
ら
な
る
高
精
度
調
整
を
可
能
に
し
て
い

る
。

　
高
速
化
で
は
、
速
度
周
波
数
応
答
４
・
０
ｋ

Hz
、
27
ビ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
コ
ー
ダ
の
標

準
搭
載
で
、
１
億
３
４
２
０
万
パ
ル
ス
／
回
転

を
超
え
る
高
分
解
能
製
品
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
て
お
り
、
位
置
決
め
整
定
時
間
を
大
幅

に
短
縮
し
、
高
精
度
な
位
置
決
め
や
微
細
加
工

を
可
能
に
し
て
い
る
。
整
定
時
間
を
短
縮
す
る

こ
と
は
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、
機
械

ＳＣＭとコスト対応で最適生産追求
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安
川
電
機
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
お
け
る
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
の
ケ
ー
ブ
ル
接
続
に
使
用
さ
れ

る
コ
ネ
ク
タ
は
、
メ
ー
ト
ル
ね
じ
式
の

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
の
Ａ
Ｃ
１

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
　
主
要
各
社
の
製
品
紹
介

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
実
現

安川電機

https://www.yaskawa.co.jp

ＡＣサーボドライブ
「Σ―Ⅹシリーズ」

し
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
３
月
か
ら

は
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
の
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
Σ
―
Ⅹ

（
シ
グ
マ
・
テ
ン
）
」
を
販
売
中
だ
。

　
「
Σ
―
Ⅹ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
モ
ー
シ

ョ
ン
機
能
を
強
化
し
、
速
度
応
答
周
波

数
を
従
来
シ
リ
ー
ズ
（
Σ
―
７
）
の
３

・
１
ｋ
㎐
か
ら
３
・
５
ｋ
㎐
に
高
め
、

指
令
に
対
す
る
追
従
性
を
向
上
さ
せ

た
。
ま
た
、
モ
ー
タ
最
高
回
転
速
度
も

６
０
０
０
ｍ
ｉ
ｎ
―
１
か
ら
７
０
０
０

ｍ
ｉ
ｎ
―
１
に
上
げ
て
、
タ
ク
ト
タ
イ

ム
の
短
縮
を
実
現
。

　
さ
ら
に
、
エ
ン
コ
ー
ダ
分
解
能
も
24

ｂ
ｉ
ｔ
（
１
６
０
０
万
パ
ル
ス
／
回

転
）
か
ら
、
26
ｂ
ｉ
ｔ
（
６
７
０
０
万

パ
ル
ス
／
回
転
）
と
、
１
回
転
あ
た
り

分
可
能
が
４
倍
と
な
り
、
高
精
度
化
し

て
い
る
。

　
搭
載
装
置
の
性
能
を
最
大
限
引
き
出

す
サ
ー
ボ
調
整
機
能
も
、
最
大
１
０
０

倍
の
負
荷
（
従
来
30
倍
）
ま
で
「
調
整

レ
ス
」
、
剛
性
の
低
い
装
置
向
け
の

「
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
、
負
荷
変
動
の
大
き
な
装
置
向
け

の
「
ワ
ン
パ
ラ
メ
ー
タ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
な
ど
を
用
意
。

　
そ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用

や
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
、
各
種
セ
ン
サ
と
接

続
し
て
、
モ
ー
タ
の
制
御
デ
ー
タ
と
外

部
の
セ
ン
サ
デ
ー
タ
を
時
間
同
期
さ

せ
、
装
置
の
変
化
や
異
常
な
ど
を
検
出

で
き
る
機
能
も
搭
載
し
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果
た
す
。
セ
ン

サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Σ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ⅱ
」
に
よ
り
、
エ
ン
コ
ー
ダ
信
号
線
に

各
種
セ
ン
サ
や
Ｉ
／
Ｏ
機
器
の
な
ど
の

機
械
側
に
設
置
さ
れ
る
機
器
を
接
続
可

能
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
省
配
線
化

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

メートルねじ式丸型コネクタ

丸
型
コ
ネ
ク
タ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
ニ
ー
ズ
は
国
内
市
場
で
も
徐
々
に

高
く
な
っ
て
い
る
。

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ

ン
タ
ク
ト
は
、
各
種
タ

イ
プ
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

に
適
し
た
メ
ー
ト
ル
ね

じ
式
丸
型
コ
ネ
ク
タ
を

各
種
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
電
源
／
信
号

／
通
信
を
１
つ
の
コ
ネ

ク
タ
内
で
接
続
す
る
こ

と
で
省
配
線
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
Ｍ
40
／

23
サ
イ
ズ
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
コ
ネ
ク
タ
や
、
小

型
機
器
向
け
の
電
源
用

Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
（
Ｋ
／
Ｌ
／
Ｍ
コ
ー

ド
）
な
ど
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
モ

ー
タ
設
計
に
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。

　
機
器
と
の
ケ
ー
ブ
ル
接
続
時
も
、
簡

単
で
確
実
な
着
脱
が
可
能
な
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
）
シ
リ
ー

ズ
な
ど
操
作
性
の
高
い
製
品
シ
リ
ー
ズ

を
順
次
拡
充
し
て
い
る
。

　
小
型
の
信
号
・
通
信
用
Ｍ
12
コ
ネ
ク

タ
で
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
に
準
拠
し
た
プ
ッ

シ
ュ
・
プ
ル
接
続
コ
ネ
ク
タ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
拡
充
し
て
お
り
、
汎
用
性
が

高
く
標
準
化
さ
れ
た
コ
ネ
ク
タ
の
普
及

を
推
進
し
て
い
る
。

　
Ｍ
40
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ネ
ク
タ
の
仕

様
は
、
６
３
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
／
70
Ａ
、
信
号

線
４
＋
電
源
線
４
＋
通
信
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

５
）
４
＋
Ｐ
Ｅ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
接

続
。
Ｍ
12
電
源
用
Ｋ
コ
ー
ド
の
仕
様

は
、
６
３
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
／
16
Ａ
、
４
＋
Ｐ

Ｅ
。

ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
に
も
対
応

ジェイテクトエレクトロニクス

https://www.electronics.jtekt.co.jp/jp/

ＡＣサーボシステム

０
０
Ｖ
に
も
対
応
可
能
な
ワ
イ
ド
レ
ン

ジ
タ
イ
プ
を
近
日
販
売
す
る
。

　
Ａ
Ｃ
サ
ー

ボ
シ
ス
テ
ム

は
、
単
相
／

３
相
Ａ
Ｃ
２

２
０
Ｖ
専
用

だ
っ
た
が
、

国
内
の
広
い

ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め

Ａ
Ｃ
１
０
０

Ｖ
〜
２
３
０

Ｖ
の
ワ
イ
ド

レ
ン
ジ
に
機

能
ア
ッ
プ
す

る
。

　
従
来
の
モ

ー
シ
ョ
ン
動
作
を
設
定
で
き
る
Ｐ
Ｒ
モ

ー
ド
内
蔵
や
優
れ
た
振
動
抑
制
機
能
や

電
子
カ
ム
機
能
、
キ
ャ
プ
チ
ャ
・
コ
ン

ペ
ア
機
能
な
ど
豊
富
な
機
能
は
継
承
し

て
お
り
電
源
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
に
よ
り
さ

ら
な
る
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
て
い

る
。

　
モ
ー
タ
・
ド
ラ
イ
バ
の
他
各
種
ケ
ー

ブ
ル
類
・
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
全
て
在
庫

を
完
備
し
て
お
り
、
即
納
体
制
を
継
続

し
て
い
る
。

　
使
い
や
す
い
ツ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
「
Ｋ

Ｓ
Ｄ
―
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
」
は
、
オ
ー
ト
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
や
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
の

機
能
が
豊
富
に
準
備
さ
れ
て
お
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
償
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。
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超
高
速
・
多
軸
制
御
を
Ｐ
Ｃ
で
実
現

モベンシス

https://www.movensys.com/jp/

ソフトモーション制御プラットフォーム
「WMX３」

　
モ
ベ
ン
シ
ス
の
「
Ｗ
Ｍ
Ｘ
」
は
、
同

社
が
独
自
開
発
し
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
不

要
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
る
モ
ー
シ
ョ

ン
制
御
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
パ
ソ
コ

ン
の
マ
ル
チ
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
演
算
能
力

を
最
大
限
に
生
か
し
、
Ｎ
Ｃ
ボ
ー
ド
や

専
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
代
わ
り
に
市
販

の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
み
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
造
装
置
や
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
高
速
多
軸
同
期
モ
ー
シ
ョ

ン
制
御
を
実
現
す
る
。

　
「
Ｗ
Ｍ
Ｘ
３
」
は
、
自
社
開
発
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
ベ
ー
ス
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
で
、
モ
ー
シ
ョ
ン
制
御
ボ
ー

ド
を
代
替
す
る
。

　
市
販
の
Ｐ
Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
だ
け
で
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

ベ
ー
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
通
信
（
Ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
、
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
）
技
術
と
製

造
装
置
の
高
速
多
軸
モ
ー
シ
ョ
ン
制
御

の
融
合
を
実
現
す
る
。

　
１
台
の
Ｐ
Ｃ
で
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ー
シ

ョ
ン
制
御
が
で
き
、
超
高
速
・
高
精
度

に
必
要
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制
御
ス
レ
ッ

ド
を
装
置
に
合
わ
せ
て
設
定
し
て
使
用

で
き
、
省
配
線
も
実
現
で
き
る
。

　
半
導
体
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
ロ
ボ
ッ

ト
産
業
、
二
次
電
池
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
バ
イ

ス
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
Ｗ
Ｍ
Ｘ
が
採

用
さ
れ
、
特
に
半
導
体
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
製
造
装
置
の
前
・
後
工
程
で
広
く

適
用
さ
れ
て
い
る
。

産
業
用
ラ
ズ
パ
イ
に
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
と
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
組
み
込
み

リンクス

https://linx.jp/product/triton/

小型産業用コントローラ「TRITON」

フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｐ
Ｌ
Ｃ
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
」
の
販
売
・
サ
ポ
ー
ト
の
経
験
を
生

か
し
て
開
発
し
た
、
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た

高
性
能
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
済
み
の
Ｏ
Ｓ

に
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
し
た
オ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
Ｐ
Ｌ
Ｃ
。
最
新
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ

で
あ
る
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ

ｙ
　
Ｐ
ｉ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｕ
ｔ

ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ｅ
４
を
搭

載
し
、
す
で
に
Ｏ
Ｓ
と
し
て

Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
が
調
整
済
み

で
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
し
て

Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
通

信
、
見
え
る
化
の
基
本
機
能

　
産
業
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
「
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｎ
」
は
、
同
社
が
10
年
に
渡
る
ソ

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　
産
業
用
の
専
用
設
計
で
、
電
源
は
Ｄ

Ｃ
24
Ｖ
、
ス
テ
ン
レ
ス
金
属
筐
体
で
放

熱
性
、
耐
衝
撃
に
も
優
れ
る
ほ
か
、
内

部
も
過
電
圧
保
護
や
短
絡
損
傷
保
護
、

静
電
放
電
保
護
な
ど
も
産
業
用
と
し
て

の
保
護
機
能
を
備
え
、
長
期
供
給
も
保

証
し
、
導
入
か
ら
装
置
へ
の
組
み
込
み

開
発
を
す
ぐ
に
開
始
す
る
こ
と
が
可

能
。

　
主
に
各
種
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
に
対

し
て
、
組
み
込
み
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と

し
て
の
用
途
や
、
装
置
の
Ｉ
Ｉ
ｏ
Ｔ
化

の
実
現
手
段
を
提
供
し
、
幅
広
い
製
造

業
で
の
製
造
ラ
イ
ン
に
お
け
る
、
各
種

装
置
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集
を
目
的
と
し

た
Ｉ
Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の

用
途
に
お
い
て
も
利
用
可
能
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
の

Ｐ
Ｃ
の
進
化
が
大
き
い
。
Ｐ
Ｃ
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
汎
用
Ｃ
Ｐ
Ｕ
は
加
速
度
的
に
処
理
性
能
が

向
上
し
た
一
方
、
生
産
量
・
流
通
量
が
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
り
価
格
が
手
ご
ろ
に
な
り
、
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
く
な
っ
た
。
さ
ら
に

ハ
イ
エ
ン
ド
か
ら
ロ
ー
エ
ン
ド
ま
で
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の

幅
も
広
が
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
熱
対
策
や
外
部
の
環
境
変
化
に

対
す
る
影
響
を
低
減
す
る
こ
と
で
高
信
頼
性
を

獲
得
し
、
産
業
領
域
で
の
利
用
に
十
分
な
安
定

稼
働
を
実
現
で
き
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
作

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
を
は
じ
め
、
モ
ベ

ン
シ
ス
の
Ｗ
Ｍ
Ｘ
３
な
ど
、
汎
用
的
な
ソ
フ
ト

Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
普
及
し
始
め
て

　
い
ま
制
御
の
世
界
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
工
場
や
プ
ラ
ン
ト
、
生
産
ラ
イ
ン
、
生
産

設
備
を
制
御
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
い
え
ば
、
Ｆ
Ａ
な
ら
Ｐ
Ｌ
Ｃ
、
Ｐ
Ａ
な
ら
Ｄ
Ｃ
Ｓ
が
定
番
と

な
り
、
安
全
で
安
定
し
た
稼
働
、
止
ま
ら
な
い
工
場
・
プ
ラ
ン
ト
を
実
現
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
専
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が
使
わ
れ
き
た
。
産
業
用
Ｐ
Ｃ
や
ボ
ー
ド
Ｐ
Ｃ
な
ど
Ｐ
Ｃ
も
半
導
体
製

造
装
置
な
ど
機
械
や
機
器
に
組
み
込
ま
れ
て
制
御
に
使
わ
れ
て
い
る
領
域
も
あ
る
が
、
計
測
や
管

理
用
途
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
長
年
、
制
御
の
主
役
は
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
Ｄ
Ｃ
Ｓ
だ
っ
た
。

　
し
か
し
近
年
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
や
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
き
っ
か
け
に
、
製
造
現

場
で
の
デ
ー
タ
収
集
と
そ
の
活
用
、
Ｉ
Ｔ
と
Ｏ
Ｔ
の
連
携
と
い
っ
た
新
し
い
概
念
が
入
っ
て
き

て
、
機
械
や
現
場
そ
れ
ら
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
と
の
親
和
性
の
高
い
Ｐ
Ｃ

と
そ
れ
に
よ
る
制
御
（
Ｐ
Ｃ
制
御
）
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
エ
ッ
ジ
領
域
で
の
デ
ー
タ
処
理

・
管
理
の
用
途
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
現
場
に
近
い
フ
ィ
ー
ル
ド
層
で
制
御
を
つ
か
さ
ど
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
と
し
て
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
る
。

い
る
の
も
大
き
な
要
因
だ
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ
メ
ー
カ
ー

各
社
も
独
自
の
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
自
社
の
産
業

用
Ｐ
Ｃ
に
搭
載
し
て
展
開
し
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
や
Ｗ
Ｍ
Ｘ
３
は
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ

ー
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
メ
ー
カ
ー
と
し
て
幅
広
い

Ｐ
Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
化

で
き
、
Ｐ
Ｃ
制
御
の
主
役
と
し
て
普
及
拡
大
を

牽
引
し
て
い
る
。
小
型
で
安
価
な
Ｒ
ａ
ｓ
ｂ
ｅ

ｒ
ｒ
ｙ
Ｐ
ｉ
や
Ａ
ｒ
ｕ
ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
に
ソ
フ
ト
Ｐ

Ｌ
Ｃ
を
搭
載
し
て
、
よ
り
手
ご
ろ
で
身
近
な
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
と
す
る
ト
レ
ン
ド
も
一
部
で
出
て

き
て
お
り
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
産
業
用
Ｐ
Ｃ
と
は
ま
た

違
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
市
場
の
拡
大
に
寄
与
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
先
の
未
来
と
し
て
、
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ

を
ク
ラ
ウ
ド
に
搭
載
し
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
し

て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が
い
ら
ず
、
直
接
ク
ラ
ウ

ド
か
ら
現
場
の
機
械
や
生
産
ラ
イ
ン
を
制
御
す

る
技
術
も
出
て
き
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
制
御
が
開
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
市
場

　
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
Ｄ
Ｃ
Ｓ
は
専
門
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
構
成
す
る
専
門
装
置
で
あ

り
、
Ｐ
Ｃ
制
御
は
汎
用
の
Ｐ
Ｃ
に
専
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
組
み
込
ん
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も

の
。
Ｐ
Ｃ
制
御
は
い
ま
の
と
こ
ろ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
Ｄ

Ｃ
Ｓ
を
完
全
に
代
替
す
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｐ

Ｌ
Ｃ
と
は
異
な
る
特
長
を
生
か
し
て
お
互
い
に

す
み
分
け
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
Ｆ
Ａ
領
域
外
で
の
自
動
化
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
で
行
う
ほ
ど
高
度
な
制

御
で
は
な
い
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
処
理
や
Ｉ
Ｔ
と

の
連
携
が
必
要
な
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
コ
ス
ト
を

か
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
ち

ょ
っ
と
し
た
制
御
が
必
要
な
ニ
ー
ズ
」
に
対
し

て
Ｐ
Ｃ
制
御
は
相
性
が
よ
く
、
さ
ら
に
広
が
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ビ
ル

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
空
調
や
照
明
な

ど
施
設
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の
制
御
、
サ
ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
、
農
業
分
野
の

ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
領
域

で
広
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
Ｄ
Ｘ
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
Ｉ
Ｔ
技
術
が

製
造
現
場
や
装
置
に
入
り
込
み
、
欠
か
せ
な
い

技
術
と
な
る
な
か
で
、
Ｐ
Ｃ
は
そ
れ
と
の
親
和

性
の
高
さ
か
ら
利
用
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。

も
っ
と
多
く
の
自
動
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー

タ
活
用
の
波
が
Ｐ
Ｃ
制
御
、
新
た
な
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
の
市
場
拡
大
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。

注目集める
ＰＣ制御　適

材
適
所 

Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
使
い
分
け

ＦＡ業界外も
広がる需要　

背
景
に
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
進
化
×
ソ
フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ
普
及

主
要
各
社
の
製
品
紹
介

https://www.advantech.com/ja-jp

脱
Ｐ
Ｌ
Ｃ
、Ｐ
Ｃ
で
装
置
を
制
御

アドバンテック

All Round AMAX!!

ー
ズ
名
で
展
開
し
て
い
る
。

　
超
小
型
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
Ｐ
Ｃ
と
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
に
対
応
し
た
薄
型
ス
ラ

イ
ス
Ｉ
／
Ｏ
群
で
、
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
Ｐ
Ｌ

Ｃ
と
同
様
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
ト

す
る
た
め
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
等
、
取
付
可

能
で
あ
り
、
高
さ
も
Ｐ
Ｃ
、
Ｉ
／
Ｏ
共

に
約
10
㌢
と
コ
ン
パ
ク

ト
省
ス
ペ
ー
ス
設

計
、
Ｉ
／
Ｏ
の
種
類
は

Ｄ
Ｉ
Ｏ
は
ソ
ー
ス
／
シ

ン
ク
に
対
応
、
Ａ
Ｉ

Ｏ
、
熱
電
対
、
位
置
決

め
と
約
20
種
類
を
製
品

化
。
こ
れ
ら
の
Ｉ
／
Ｏ

は
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ

対
応
に
加
え
、
そ
の
小

型
、
高
速
性
を
最
大
限

に
生
か
す
た
め
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
／
Ｔ
Ｃ

Ｐ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
に
変

換
で
き
る
カ
プ
ラ
ー
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
経
由
で

通
信
す
る
た
め
の
エ
ク
ス
テ
ン
ダ
ー
も

そ
ろ
え
て
い
る
。

　
制
御
ソ
フ
ト
は
国
際
規
格
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６

１
１
３
１
―
３
に
対
応
し
た
ラ
ダ
ー
を

書
く
こ
と
も
で
き
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

を
搭
載
。
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
で
の
制
御

を
実
現
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｃ
に
関
し
て
は

調
整
さ
れ
た
専
用
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
を
搭
載
、

最
大
１
２
８
軸
を
１
ｍ
ｓ
で
制
御
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
ベ

ー
ス
で
あ
れ
ば
、
制
御
以
外
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
実
行
で
き
る
こ
と
か
ら

Ｄ
Ｘ
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

　
産
業
用
Ｐ
Ｃ
業
界
大
手
の
ア
ド
バ
ン

テ
ッ
ク
は
、
Ｄ
Ｘ
化
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
さ

ら
に
進
化
さ
せ
る
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
、
現
在
は
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に
よ
っ

て
制
御
さ
れ
て
い
る
各
種
装
置
を
Ｐ
Ｃ

＋
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
の
制
御
に
置
き
換

え
る
製
品
群
を
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
の
シ
リ

https://www.wago.com/jp/

Ｉ
Ｅ
Ｃ 

６
１
１
３
１
―
３
準
拠
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
拡
充

ワゴジャパン
WAGOコントローラ
CC１００、PFC２００

ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

　
Ｖ
３
」
に
対
応
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
を
拡
充

し
て
い
る
。

　
６
言
語

（
Ｌ
Ｄ
、
Ｓ

Ｆ
Ｃ
、
Ｆ
Ｂ

Ｄ

、

Ｓ

Ｔ

、

Ｉ

Ｌ
、
Ｃ
Ｆ

Ｃ
）
に
対
応

す
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
が

可
能
で
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム

Ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ

ｄ
ｅ
ｄ
　
Ｌ

ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
　
Ｏ
Ｓ
を
搭
載
し
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ

Ｔ
、
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
ｎ
ｅ
ｔ

／
Ｉ
Ｐ
な
ど
主
要
な
産
業
用
フ
ィ
ー
ル

ド
バ
ス
に
対
応
。
「
Ｗ
ｅ
ｂ
―
Ｖ
ｉ
ｓ

ｕ
」
機
能
に
よ
り
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
画
面

を
作
成
し
て
Ｐ
Ｃ
や
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ

ス
で
の
表
示
、
画
面
操
作
も
可
能
。
Ｄ

ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
に
標
準
対
応
し
Ｎ
ｏ
ｄ
ｅ

ｒ
ｅ
ｄ
上
で
Ｉ
／
Ｏ
制
御
も
簡
単
に
行

え
る
。
低
コ
ス
ト
な
Ｉ
Ｏ
内
蔵
タ
イ
プ

の
「
Ｃ
Ｃ
１
０
０
」
（
写
真
）
、
さ
ら

に
高
機
能
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ｉ
Ｏ
タ
イ
プ

の
「
Ｐ
Ｆ
Ｃ
２
０
０
」
の
ほ
か
エ
ッ
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
７
５
２
シ
リ
ー
ズ
ま

で
、
用
途
に
合
わ
せ
て
最
適
な
モ
デ
ル

を
選
択
で
き
る
。

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
国
際
標
準
規
格
Ｉ

Ｅ
Ｃ
６
１
１
３
１
―
３
準
拠
の
プ
ロ
グ



（7）　　　２０２４年（令和６年）４月２４日

環境規制と自動車製造業の未来
Catena―Xと欧州電池規則の影響

FAトップインタビュー

Catena―Xについて

　―欧州ではCatena―Xによってデータ共有基盤が
整備されてきていますが、あらためてCatena―Xにつ
いて教えてください。
　自動車業界の競争力強
化やCO2削減などに向け
て、必要なデータをメー
カーやサプライヤーなど
関係する企業間で安全に
共有できる仕組みです。
2021年5月にコンソーシ
アムとして設立され、弊
社を含む欧州企業を中心
に約200社、日本からも
デンソー、旭化成、
NTTデータ、富士通な
どが加入しています。
EUのデジタル戦略「GAIA―X」に基づいて構築され
ています。

欧州電池規則について

　―欧州電池規則についても教えてください。
　製品のサプライチェーン全体にわたるCO2排出量の
開示を義務付け、電池の持続可能性と循環性を向上さ
せることを目的とした規則です。自動車用に限らず、
EU域内で販売される全てのバッテリー（2kWh以上
の容量を持つ電池・蓄電池）が対象で、原材料の調達
から製造、使用、リサイクルに至るまでのライフサイ
クル全般に対して対応が求められます。バッテリーパ
スポートという仕組みで情報が記録・開示されます。
重要性が増す「CO2排出量管理」
　―いずれも「CO2排出量」がキーワードになりそ
うですね。
　いずれの動きもまずは「CO2排出量」の管理が求め
られるため、企業は「カーボンフットプリント」と呼

ばれる、製品ライフサイクル全体における、CO2排出
量の見える化に取り組む必要があります。そのため、
電力だけではなくガス、スチームなど電力以外のエネ
ルギー消費を含めて管理しなくてはなりません。さら
に、CO2は工場から排出される総量ではなく、製品の
ロット単位でのデータ化が求められます。中小企業も
例外ではなく、特に「欧州域内に輸出する電池」に関
連する企業では、2024年7月1日からカーボンフットプ
リントの申告を行うことが定められており、対応がで
きない場合、取引自体ができなくなる可能性もありま
す。今は北米でも同様の規制検討が始まっています。

自動車業界が求められる具体的な対応

　―具体的な動きを教えてください。
　電気自動車を例に説明します。欧州電池規則では、
蓄電池を搭載して販売する「自動車メーカー」が各種
情報の開示義務を負います。必要な情報は製造者や製
造工場の情報、電池のライフサイクル各段階でのCO2
総排出量など含めた100項目以上にのぼります。ここ
でいう「ライフサイクル各段階」は原材料の採掘・加
工から、製造、輸送、使用後のリサイクルまでの全て
を含むため、関連する全ての企業から情報を集めない
と自動車メーカーはルールに沿った情報開示ができま
せん。弊社では欧州電池規則を主導する「Global 
Battery Aliance」と、自動車業界のデータ共有を主
導する「Catena―X」両方のメンバーとして関係者と
の協力関係を推進し、ユーザーが無償で利用できるプ

ラットフォーム「SiGREEN」を提供しています。化
学業界の団体TfSが策定しているルールにも対応して
います。

急がれるカーボンフットプリントの算出

　―カーボンフットプリントの算出は容易ではない
と思います。
　カーボンフットプリントを含めた環境負荷情報の算
出を行うためには、「IDEA」と呼ばれるデータベー
スの活用が可能です。これにより、製品ごとに環境負
荷物質（CO2 、化学物質、資源など）の利用・排出量
を疑似的に推計することができます。しかし、この算
出方法は各社の実績値（実測値）ではありません。現
在、さまざまな領域で情報開示のルール整備が進めら
れているのですが、実績値（実測値）の開示が重要に
なってきており、この対応が急務です。

企業の反応と実態

　―企業の反応と実態はどうでしょうか？
　関心が高まっている一方、対応の遅れも否めませ
ん。また、複数企業間でのデータ連携が重要となるこ
とから、「国際標準」「業界ルール」に適合したデー
タ作成とバリューチェーンに沿ったサプライヤー間デ
ータ連携も必須になります。さらには既存ITシステ
ムだけではなく、現場で稼働している各種システムと
の連携も求められます。SiGREENは「製品カーボン
フットプリント管理アプリ」として、これらのニーズ
に対応しており、御相談も増えてきています。特に欧
州のTier1と取引がある企業はすでに動き始めていま
す。昨年だけでSiGREENを活用した企業はグローバ
ルで200社を超えました。部品点数が多い企業ほど対
応に時間がかかるため、「サステナビリティ推進室」
など環境対応の部署だけではなく、生産技術、購買、
情報システムなど多くの部署が連携して活動されてい

ます。

Catena―Xや欧州電池規則の導入後の変化

　―Catena―Xや欧州電池規則の導入により、将来
的にはどのような変化が期待されますか？
　個社だけではなく、サプライチェーンを含めた業界
全体の改革につながると見ています。部署ごとに閉じ
た個別最適から、全体最適を見据えたDX実現のきっ
かけになるのではないでしょうか。将来的にはカーボ
ンフットプリントの管理にとどまらない情報活用が期
待されます。企業間で在庫状況、生産キャパシティ、
設計情報などを共有することで、本質的な製品ライフ
サイクルマネジメントにもつなげることができます。
データの所有者は弊社のようなプラットフォーム提供
企業や取引先ではなく、あくまでもその製造企業です
ので、例えば開示データの選定や、開示後の取り下げ
なども製造企業の権限で可能です。

Catena―Xの未来と課題

　―最後に、Catena―Xの今後の課題や期待につい
て教えてください。
　Catena―Xのビジョン実現のためには、企業間デー
タ連携基盤が必要であり、各社が最優先で取り組む必
要があります。取り組みが遅れてしまっている企業は
早急に対応が必要です。また、データ連携のために
は、各社が独自で取り組むのではなく、グローバルに
連携しながら、データモデルなどを標準化していくこ
とが必要で、これは最終的に企業および社会全体の利
益につながりますし、企業のOT／ITシステム変革の
方向性を示唆していると思います。CO2排出量管理に
とどまらず、製造業の発展にCatena―Xが寄与するこ
とを期待していますし、弊社もその発展に寄与できれ
ばと考えています。

　欧州を中心に製造業における環境規制が強化され
「サステナビリティ（持続可能性）」に対しての取り
組みが、企業競争力を左右するようになりました。特
にCatena―Xや欧州電池規則などの新しいルールが注
目を集め、自動車業界を先駆けとして広がりを見せて
います。これらの動きについて、シーメンス　デジタ
ルエンタープライズ＆ビジネスディベロップメント　
カーボンニュートラル　デジタルインダストリーズ　
マニュファクチャリング担当の横谷浩行氏に話を聞き
ました。

シーメンス

デジタルエンタープライズ＆ビジネスディベロップメント
カーボンニュートラル　デジタルインダストリーズ　マニュファクチャリング担当 横谷　浩行氏

https://www.siemens.com/jp/ja/company/sustainability/product-carbon-footprint.html
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受け、老朽化した設備を更新し、湘南サイト内に新棟
を建設し、生産能力を従来比で約1.5倍に向上させる
計画。鉄骨造り3階建で延床面積は1700平方㍍。2024
年4月着工予定。2025年8月生産開始予定。

■�東洋炭素、香川県観音寺市の生産技術センタ
ーでSiCパワー半導体向け黒鉛製品の生産能
力を増強

　東洋炭素は、グローバルで高まるSiC（炭化ケイ
素）とTaC（炭化タンタル）コーティング黒鉛製品の
需要に対応するため、香川県観音寺市の生産技術セン
ターで生産能力増強に向けた設備投資を実施する。
　SiCパワー半導体は中長期的に高い需要が予想され
ており、SiCウエハーの製造工程であるエピタキシャ
ル工程にて使用されるSiCおよびTaCコーティング黒
鉛製品の需要も高まり続けている。今回、両製品の製
造能力増強のため約70億円を投資する。稼働時期は
2025～26年（順次稼働）。

■�レシップ電子、岐阜県本巣市にプリント基板
実装の新工場を建設

　レシップ電子は、岐阜県本巣市にプリント基板実装
を行う新工場を建設する。投資金額は、建物・生産設
備合わせて約11億円。現在稼働中の工場隣地に新工
場を建設する。2024年3月着工、2024年10月竣工、
2025年1月からの稼働を目指す。
　新工場では、車載向けを中心とした製品を、部品の
受け入れから生産・検査・梱包・出荷まで一貫して製
造することができるラインを構築する予定。生産エリ
アの拡大により、今後は、車載向け製品に加え、成長
市場である半導体製造装置やロボット向けなどの市場
をターゲットに、新規顧客を開拓し、売上拡大を目指
す。敷地面積は3万8544平方㍍。鉄骨造3階建、建屋
面積は3380平方㍍。

■�コーセー、山梨県南アルプス市の南アルプス
工場の第一期工事を2024年7月に開始

　コーセーは、山梨県南アルプス市野牛島に予定して
いるスキンケア製品などの新たな生産拠点について、
名称を「南アルプス工場」とし、2024年7月に着工、2026
年2月の竣工を目指して第一期の建設を開始する。
　消費者ニーズの多様化を背景に、当初予定していた
大量生産型工場からコンセプトの抜本的な見直しを行
い、需要の質的変化に応じることのできる柔軟な生産
体制を備え、将来の需要の量的変化にも臨機応変に対
応可能な多品種生産工場とすることに決定。新工場は
ISO22716（化粧品GMP）に準拠した生産体制と万全
な品質保証体制で、高品質なモノづくりを目指す。ま
た事業拡大を見据え、第二期以降の建設へも対応可能
な仕様とする予定。
　敷地面積は11万1525平方㍍。地上3階建てで、延床
面積は3万9300平方㍍。投資金額は250～300億円。

■�EVモーターズ・ジャパン、北九州市若松区
の商用EV専用の最終組み立て工場の第一期
工事が完了

　EVモーターズ・ジャパンは、北九州市若松区に建
設中の商用EV専用の最終組み立て工場「ゼロエミッ
ションe-PARK」の第一期工事が2023年12月に完了
した。
　ゼロエミッションe-PARKは、商用EV最終組み立
て工場、完成車両試運転コース、実証実験/自動運転

国内

■�村田製作所、滋賀県守山駅前に新たな研究開
発拠点「守山イノベーションセンター」を設
立

　村田製作所は、滋賀県守山市の守山駅前に新たな研
究開発拠点「守山イノベーションセンター」を設立す
る。2024年2月より工事を着手し、竣工は2026年5月
を予定。
　同センターは、既存および新規事業の基礎研究、企
画、デザイン、設計の強化を目的とし、研究開発機能
の拡充、顧客や協力会社、地域住民などとの関係性を
強化し、価値創出に向けた取り組みを加速する。また
本社、滋賀県近隣の当社事業所との地理的メリットを
生かし、企画・研究開発拠点との連携を強化し、社外
との技術交流や協働開発によるオープンイノベーショ
ンを促進する。
　オフィス・開発フロアは、自然光の取り込みや、必
要最小限の間仕切りとし、開放的な空間によって、交
流やひらめきを促すフロアとし、立体的な社内交流ス
ペースを構築しメンバー間のコミュニケーションを活
性化を目指す。低層階には社外との技術交流や協働開
発を行うエリアを設置し、新しいビジネスの創出を目
指す。地域共生に向けて、建物は圧迫感を軽減した外
観デザインとし、地域住民も通行できる開放的なスペ
ースの整備をはじめ、体験展示や電子工作教室など、
STEAM教育を通じて、子どもたちが科学の不思議や
楽しさと出会い、学びに向かう力を高めるためのきっ
かけを提供する子ども向け科学体験施設を設置する。
　敷地面積9966平方㍍。建屋は鉄骨造地上18階と塔
屋で構成し、延床面積6万4850平方㍍。
　投資総額は、約460億円（土地・建物費用のみ）。

■�扶桑薬品工業、茨城県北茨城市の茨城工場の
製剤棟粉末型透析剤の新生産ライン稼働

　扶桑薬品工業は、茨城県北茨城市の茨城工場第2製
剤棟の人工腎臓用粉末型透析剤製造設備に新生産ライ
ンを増設する工事が完了し稼働を開始した。

■�エイアンドティー、神奈川県藤沢市の湘南サ
イトに電解質分析装置用電極の新製造棟を建
設

　エイアンドティーは、神奈川県藤沢市の湘南サイト
に電解質分析装置用電極を製造する新棟を建設し、電
解質事業を強化する。
　同社の電解質分析装置は、自社製のほか、国内・海
外の大手臨床検査装置メーカーの大型分析装置に組み
込まれるモジュールとしてOEM供給を行っており、

2026年度中の稼働開始を目指す。
　同発電所は、南信州広域連合が2017年12月に稼働
を終了した桐林クリーンセンター跡地に建設を計画。
敷地面積3万2200平方㍍、発電出力は1990㌔㍗で、未
利用材やバーク材、キノコ培地などを燃料とし、年間
140万kWhの発電量となる想定。

■�帝人リジェネット、千葉県柏市の再生医療
CDMO拠点「柏の葉ファシリティ」稼働開始

　帝人は、再生医療CDMO（開発製造受託機関）事
業を担う帝人リジェネットの拠点として「柏の葉ファ
シリティ」を千葉県柏市に設立し、稼働を開始した。
同施設は再生医療CDMO事業のうちCDO（製法開発
受託機関）事業の拠点として運用していく。
　帝人リジェネットは、帝人がヘルスケア事業で培っ
た医薬品・医療機器の研究開発や製造に関する技術力
と、J-TECの再生医療等製品における製品設計や安定
製造技術構築などのノウハウを生かし再生医療
CDMO事業を展開している。今回、本格稼働を開始
する「柏の葉ファシリティ」は、柏の葉「再生医療プ
ラットフォーム」で、研究開発シーズの製法開発を支
援するCDO拠点としての役割を担う。
　帝人リジェネットの再生医療CMO（製造受託機関）
事業の拠点である「岩国ファクトリー（山口県岩国市）」
は、2024年7月に商用生産の設備が完成する予定。

■�セーレン、福井県福井市の二日市事業所にバ
イオマスボイラーを新設

　セーレンは、カーボンニュートラルの実現に向けて
燃料転換を進めるために二日市事業所（福井県福井
市）にバイオマスボイラーを新設する。バイオマスボ
イラー導入については2016年に勝山工場（福井県勝
山市）で先行し、今回の二日市事業所は2機目。2026
年には新田事業所（福井県福井市）にも導入を予定し
ている。
　バイオマスボイラー以外では、2022年にTPF事業
所（福井県坂井市）に太陽光発電設備を導入。その他
事業所においても製造工程合理化、ロス・ムダの削
減、省エネ設備の導入を進めCO2排出量の削減目標達
成を目指す。

■�山一電機、千葉県佐倉市の佐倉事業所第2棟
が完成　半導体テストソケットやコネクタ生
産強化

　山一電機は、半導体テストソケットやコネクタの生
産拠点である佐倉事業所（千葉県佐倉市）の敷地内で
建設を進めていた「佐倉事業所第2棟」が完成した。
3月より順次稼働を開始している。新棟は、1階をプ
レスエリア、2階をめっきエリアとし、材料搬入から
プレス、洗浄、熱
処理、めっき、梱
包まで、生産の流
れを効率的に行え
るレイアウトとし
ている。
　敷地面積は5万
2327平方㍍、鉄
骨造地上2階建て
で 建 築 面 積 は
3121平方㍍、延
床面積は5550平
方㍍。投資総額は
約15億円。
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を誇る。電極は電
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れ、プリンターの
インクのように定
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いる。近年の中国
など海外における
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テストコース、リユースバッテリー組立、充電設備、
工場見学、EV資料館、EV体験（試乗/試運転）など
で構成。OEMパートナーからパーツ類を輸入し、新
工場で最終組み立てを行う。
　第一期工事では、最終組み立て工場の一部と検査棟
が完成。受け入れ時検査と出荷前検査を2月、バス車
両の架装を4月から開始できるよう準備を進め、今後
は生産設備を順次導入し、国産EVバスの展開に向け
て準備を進めていく。第二期工場も進行中で、2024
年に試運転コースとオフィス棟の完成を目指す。

■�ゼオンケミカル、山形県米沢市の香料プラン
トの増産設備で香料の本格生産を開始

　日本ゼオンの子会社のゼオンケミカルズ米沢は、山
形県米沢市の香料プラントの増産設備で香料の本格生
産を開始した。グリーン系香料など主力製品の生産量
を段階的に約2倍に引き上げる。
　フレグランスとフレーバー用途における安定的な市
場成長が見込まれており、市場ニーズに対応するため
安定供給体制の構築を目的する。

■�住友建機、神奈川県横須賀市にショベル新工
場建設

　住友建機は、親会社の住友重機械工業の横須賀製造
所内に横須賀工場を建設する。千葉工場の敷地面積で
は増産の余地が少ないことから、横須賀製造所の敷地
の一部に建設機械の工場を建設して、2025年8月から
国内第二工場として稼働させる。
　横須賀工場では、生産工数の掛かる35～80㌧の標
準ショベル4機種と、12～45㌧のエレベーター仕様の
運転席が持ち上がるタイプの応用機ショベル5機種を
生産する。生産台数は年間2000台の計画。これによ
り千葉工場では中小型ショベルの生産に特化すること
ができ、生産効率をさらに高め、2工場合わせた生産
台数の最大化を図る。
　建屋面積は2万2000平方㍍。2025年8月操業開始予
定。投資額は約65億円。

■�エア・ウォーター・マテリアルと三和油化
工、福岡県北九州市に半導体材料の資源リサ
イクル新工場

　エア・ウォーター・マテリアルと三和油化工業は、
半導体材料の資源リサイクルを行う合弁会社「サンワ
マテリアルソリューションズ」を設立し、約60億円
を投じて九州地区に新工場を建設する。
　三和油化工業は、産業廃棄物の有効利用や電子材料
向け製品の供給などに注力する溶剤リサイクル（原料
収集量）を事業とし、半導体・電子材料業界に向けて
独自の再資源化技術を保有し、高純度化学品の販売と
ともに使用済み薬液の再資源化を展開している。エア
・ウォーター・マテリアルは、半導体産業を中心に高
純度化学薬品や基礎化学薬品、産業ガスなどを販売す
る専門商社。今回、両社による合弁会社の設立と新工
場の建設により、海外からの輸入依存度が高い化学材
料を国内で資源循環していく取り組みを進める。

■�セイコーエプソン、長野県飯田市にバイオマ
ス発電所を建設

　セイコーエプソンは、長野県飯田市に自社発電所と
して初めてとなるバイオマス発電所「セイコーエプソ
ン株式会社南信州バイオマス発電所」を建設し、

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB�URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/
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